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国連環境計画（UNEP）
新事務局長就任 （Inger  Andersen）

特別対談　Special talk
イオン株式会社　  三宅　香 執行役
日本UNEP協会　鈴木基之 代表理事　

UNEPフォーラム2019 開催レポート             

日本 UNEP協会　正会員企業の
取り組み／杉田エース

【活動報告】
・G20イノベーション展への出展
・ベトナムで「UNEP地球環境情報展」初開催
・上智大学「国連Weeks October 2019」へ登壇

【報告書】
2019 年 UNEA（国連環境総会）における民間部門の取り組み

届けよう、若者の声 column
環境とは自由で楽しいもの／Kozee

UNEP 新事務局長に、デンマーク出身
のインガー・アンダーセン（Inger 
Andersen）が就任しました。2019 年
6 月 21 日の国連総会で正式に承認さ
れました。任期は 4年です。

アンダーセン氏は 2015 年から国際自
然保護連合（IUCN）の事務局長を務め、
国連、世界銀行、NGO などで 30 年以
上にわたって環境問題、持続可能な開
発等に取り組んできました。特に
IUCN 事務局長に就任する直前は、世
界銀行の中東・北アフリカ地区担当の
副代表（Vice President）、そして国際
農業研究基金協議会代表など、環境・
開発問題の第一線で活躍してきた実績
があります。

特に国際的な水管理および水力外交
（international water management and 
hydro diplomacy）において重要な役
割を果たしてきました。

同氏は、UNEP のホームページ上に公
開されている自身の声明の中で、世界
中に散見する環境問題の解決に向け
て、UNEP スタッフ、加盟国、パート
ナーと共に、自身が出来ることは何で
もやると述べています。

世界中で環境活動に取り組んできたア
ンダーセン氏が率いる UNEP の活動
を皆さんへお届けできるよう、当協会
もより一層の連携を図って参ります。

https://www.unenvironment.org/people/inger-andersen
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編集・発行所：一般社団法人日本UNEP協会
　　　　　　　　 〒103-0004中央区東日本橋2－17－6
　　　　　　　　 電話03-3866-1193　https://j-unep.jp

編集協力：公益財団法人地球友の会
デザイン：（株）産通
制　　作：（株）セントラルプロフィックス
印刷・製本：（株）久栄社

国連環境計画（UNEP）新事務局長就任

https://www.unenvironment.org/news-and-stories/story/
voices-planet-grow-louder-we-must-get-job-done
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この冊子は、環境に優しい「水なし印刷」で印
刷し、EVI を通して製造に関わった CO2 排出量
分の排出権（J-VER）を購入し、カーボン・オフセッ
トしています。またグリーン基準に適合した印
刷資材を使用し、GP認定工場で印刷しています。
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◆『全ては、お客さまのために』を実現する行動

鈴木：9 月の台風 15 号で千葉県の各地が大変な被害を受け
ました。一週間以上電気や水も来ない。まして食料品も不足し、
冷蔵庫なんかが動かない。そういった状況の中でイオンが
地域と密着し、きめ細かく対応されていました。
　これは大変に素晴らしいことであると思うと同時に、よ
く即時に判断ができ、機能していったととても感心してい
ます。
三宅：全ては、お客さまのためにというイオンの理念や会
社を支えるＤＮＡのようなものが、根底にあるわけですが、
その時に一番大切なのは、現場が反射的にスピーディーに動
けるということだと思います。
　トップからの指令を待つことなく、反射的に現場ごとに
考えて行動していく。しかも、それが基本的な理念に則っ
ている。これが我々の理想とする組織ですし、今後もそれ
に近づいていきたいと思っています。
鈴木：先ほどＤＮＡとおっしゃられましたが、最前線の現

場までそのような共通認識を高めていったわけですね。消
費者と直接接する小売店であれば従業員の方々も大変な数
だろうと思います。流通業界といっても多様な専門分野に
多様な人たちが集まっているわけです。また国際的に見れ
ば多様な民族が集まって共存していることになるでしょ
う。そういったＤＮＡはどのように植え付けられるのか、
あるいは自然に発生するものなのか。そこを知りたいですね。
三宅：教育体系もありますし、社内で年一回、全従業員が
受講する倫理研修のようなこともやっています。例えば災
害が起きた時の対応で成功事例のようなことを皆で共有で
きるような体制は持っているのですが、だからといって大
丈夫というわけでもありません。そのため、日々、試行錯
誤しながら課題に取り組んでいるところです。

◆様々なステージで明確な目標を設定

鈴木：イオンという言葉は、元々はラテン語で、「永遠」
を意味する言葉だそうですね。今、時代はサスティナビリ

ティ、つまり持続可能性というキーワードに敏感です。こ
れは地球全体がどのような形で永遠に継続していくことに
なるのか、その中で我々がどのように生きていかなければ
いけないのか、非常に大きな課題となっています。
　イオンもこのキーワードに対して、多様な目標を次から
次へとお出しになっています。
三宅：その一つに持続可能な調達目標という宣言がありま
す。限りある自然の恵みをこれからも持続的に活用してい
くためには、一人ひとりのバイヤーがどのように調達をす
ればよいかという行動指針が必要です。やはり、皆の行動
にしっかりと繋げるには目標値を決めて、そこに向かって
どのように達成していくか、ということまで踏み込まない
と、実際に行動を変えていくのは難しい。そのためいくつ
か数字を含んだ目標を出しています。
鈴木：将来の到達点あるいは目標をまず設定して、そこに
進んでいくわけですね。我々はバックキャスティングとい
う言葉を使っていますが、将来の目標値を設定するという
のは実は簡単なようで、すぐに何か決められるものではあ
りません。
三宅：目標の設定には、確かに様々な考え方がありますし、
社内でも実現できそうにない目標を立ててはいけないとい

う意見もあります。だからといって簡単に達成できる目標
にしてしまえば本末転倒です。
　例えば二酸化炭素を 2050 年までに実質排出ゼロという宣
言も出しています。これは長期の目標です。率直に申し上
げれば、確実にできるかどうかは分かりませんが、それで
もこれはやらないといけない。やらないと地球は崩壞する
と科学者は、言っています。ですから「イオン脱炭素ビジョ
ン2050」は、経営判断として承認されたものです。
　また、逆にある程度達成が可能という判断に基づいて出
したのが、食品ロスを 2025 年までに半減するという目標で
す。これはここまでならできる、という数値を見ながら定
めた目標です。ただ、このように自分たちの目標は立てま
したが、それだけでは全体から見れば本当に小さなパーツ
でしかありません。それよりも全体を通し、どのように減
らしていくのか、効率を良くしていくのか、それをサプラ
イチェーン全体でやらなければ課題を解決するには厳しい
時期に来ていると思います。

◆食品ロスとレジ袋ゼロへの課題

鈴木：イオンにぜひリーダーシップを取っていただき、世
界に対して発信できるモデルになっていただければと思い

三宅 香 
イオン株式会社　執行役

鈴木基之
一般社団法人　日本UNEP協会  代表理事

04  UNEP FORUM 05  UNEP FORUM

持続可能な社会と地球のために流通業が担う役割とは何か

気候変動や食品ロス、プラスチック汚染問題など様々な社会課題の解決のために
最前線を走るイオン株式会社（以下イオン）。その執行役であり環境・社会貢献・PR・IR 担当の三宅香氏と
日本UNEP協会の鈴木代表理事が対談を行い、食品ロスやレジ袋、さらに少子高齢化が加速する中で
流通業が担う役割などについて語り合った。【2019年 9月18日、日本UNEP協会応接室にて】
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ます。それだけの力をお持ちですから。
　ただ食品というのはこれから地球の人口が 2050 年には
90 億人を超えると言われ、パンクするのは目に見えている
わけです。しかも日本は食品の60％以上を海外から輸入し
ています。このような状況下で日本がどのようなアクショ
ンを取っていくか、世界は口には出さなくても、注目して
いることは確かだと思います。
　またこの食品ロスに関してイオンは、消費者の方々と毎
日接しておられるので、消費者の意識のレベルアップや購
入した食品を無駄なく使えるような状況を整えることなど
も、今後の課題として取り組んでいただきたいと思います。
三宅：消費者側で捨てるものを減らすために重要になるの
が賞味期限です。これをどのようにしたら長くしていける
のかなども今、取り組んでいるところです。
鈴木：賞味期限という制度は必要なのですか。消費者の意
識が高まっていけば自分で判断して解消できるような気が
するのですが。
三宅：日本では食品に関しては安全性というものが重視さ
れます。お客様はそこに大変敏感であるがゆえに食品ロス
対策が遅れているというような構図になっていると思いま
す。
鈴木：安全性も軽視できない問題です。添加物などもいろ
いろ表示されていますが、化学物質が入っていて大丈夫な
のかと、心配される方たちはたくさんおられると思います。
その野菜はどこで作られ、どのように入ってきて、どう調
理されてここに並んでいるかが分かるトレーサビリティを
明確にし、消費者に安心してもらえるような取り組みは大
事ですね。その意味でイオンの使命は重いですね。
　包装用のレジ袋も小売の方から提供しないようにしてい
ただくと、消費者は仕方がないと思い、それを受け入れて

くれるのではないでしょうか。今マイバッグのようなもの
を率先して使っている方も多いですし、その意味では社会
が変わっていく先駆的な部分を小売りが受け持っておられ
ると思います。

三宅：お客様の協力なしにはできないのですが、私たちは、
1991年から買物袋持参運動という取り組みを始めています。
あれから20年かかりましたが、今のイオンの大型店ですと、
持参率はもう８割を超えています。その意味では積み重ね
が重要だと思っております。
鈴木：イオンが以前から取り組まれている植樹。これもちょ
うど 1990 年頃からでしょうか。企業が利益の１％を社会に
還元するという、いわゆるメセナ活動が始まりましたが、
そのような時代と、これからサスティナビリティ、ＳＤＧｓ
などを考えなくてはいけない時代というのは、大きく変
わっていると思いますね。利益が出たから還元するという
動きから、地球を維持するために企業が本業を通して何を
したらいいのか、そのことを本気になって考えないといけ
ない時代になりました。

◆社会課題を解決する郊外型ショッピングセンター

三宅：地球的な視点を持ちながらも、私たち小売業は地域
産業ですので地域の社会課題を解決する一翼も担っていき
たいと考えています。
　地方の郊外型ショッピングセンターに関心が集まり始め
た頃に私たちのグループは大きくなりました。家から車で
30 分ほどのところへご家族で来ていただいて、買い物や食
事もしていただくスタイルは、一つのビジネスモデルとし
て多くの方に受け入れられました。
　ところがここへきて少子高齢化・過疎化が進み、人々が
どんどん郊外から都心に住むようになってきました。そう

いった中であらためて考えないといけなくなったのが郊外
型ショッピングセンターです。
　私たちが解決しなくてはいけないのは、この郊外型
ショッピングセンターが地域の活性化にどのような役割を
果たせるのかということです。これは一例ですが、ある
ショッピングセンターでは朝にラジオ体操を行っていま
す。最初は単に珍しいといった反応でした。ところが朝７
時という時間に高齢者の方が 100 人単位で集まってきて店
内でラジオ体操をしてウォーキングをするようになったの
です。そうするとここにコミュニティーができ、体操のあと、
モーニングセットを食べて帰る人も増えてきました。
　昔のショッピングセンターが果たしていた役割に加え、
健康増進につながる場であったり、コミュニティーの拠点
として、ご利用いただく等、現代の課題解決の 1 つの事例
だと思っています。高齢者の方々が疎外感から逃れ、社会
の一員として、コミュニティーとの繋がりを強めていくよ
うになるのではないでしょうか。
　ラジオ体操だけでは経済効果はないのですが、人が集
まってきてモーニングセットを食べ、帰りにお惣菜を買っ
ていただくことで商売にも繋がってきます。これは私たち
にとっては普通の事業ですが、このように同じ社会課題の
解決にも繫がるようなできるようなものを提供したいのです。
鈴木：ショッピングモールについては、そこが防災拠点と

しても機能するようになったらいいですね。
三宅：そのような機能・設備を持たせた店舗はありますが、
全店舗がというとまだそこまではいかないですね。やらな
ければならないことはたくさんありますね。
鈴木：社会が抱える問題は、少子高齢化がその典型かもし
れませんが、ずいぶん変わってきましたね。私は現在世田
谷区に住んでいますが、人口がどんどん増えて 90 万人を
突破しました。一つの区で 90 万人というのは従来型では
機能しないのではないかと思います。新しく来る人と昔か
ら住んでいる人とのコミュニティーも崩れていくわけで
す。
　しかし、もしもそこに郊外型というより、新しい都心型
のショッピングモールがあったらどうなるか、大変に興味
深いところです。それはともかくイオンが持っているＤＮ
Ａをどのような形で、あるいは場所で継承し、発展させて
いくか。これは一社を超えて、地域や国、世界にとっても
大切な課題です。
三宅：壮大な仕事になりますが、持続可能な社会に貢献し
続けられるよう、精一杯努力していきたいと思います。

鈴木 基之（すずき・もとゆき）

日本UNEP 協会代表理事、東大名誉
教授。
国際連合大副学長、中央環境審議会会
長、放送大教授ほかを歴任、( 公財 )
環日本海環境協力センター理事長など
も兼務。
 

三宅 香（みやけ・かおり）

イオン株式会社執行役　環境・社会貢
献・PR・IR 担当。91 年、ジャスコ
株式会社 (現イオン株式会社 )入社。
国際事業、財務、ブランディング部長、
クレアーズ日本株式会社社長、イオン
リテール株式会社執行役員広報部長兼
お客さまサービス部長などを経て、
2017 年から現職。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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2019 年 5 月 21 日、東京・青山の国連大学で「UNEP フォーラム 2019」が開催された。
朝から大雨に見舞われたものの、予想を大幅に超える来場者数となった本フォーラムは、
新たな気づきと、次のステージに向けた課題を発見した有意義な機会となった。プログラ
ム順にレポートをお届けする。
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UNEPフォーラム2019開催レポート

◆オープニング
今年は企業・団体のほか、環境問題に関
心の高い個人を含む約290名の参加を得
て14時にスタート。会場内における開催ま
での待ち時間には、UNEPによる4本の環
境映像を上映した（Young Champion of 

the Earth／UNEP親善大使、世界にSOS
を送る／Clean Seas（プラスチックごみによ
る海洋汚染を防ぐために）／Wild for Life: 
SeaTurtle Rescue）。
鈴木代表理事の開会宣言およびプログラ

ムの簡単な説明のあと、環境省の高橋康
夫地球環境審議官、外務省の鈴木秀生
地球規模課題審議官より、それぞれ祝辞
をいただいた。

◆プログラム 1～国連環境計画　
　（UNEP）の活動

UNEP 事務局長代理の Joyes Msuyaに
よる約 2 分間のビデオメッセージのあと、
第 4 回国連環境総会（UNEA4）に参
加した当協会の吉村皓一理事が総会の
様子を報告。続いてバンコクのアジア太
平洋地域事務所（ROAP）のDechen 

Tsering 所長より、アジア太平洋地域の
環境問題に関するレポート、最後に
UNEP 管理部の Kamar Yousuf 民間部
門長より、UNEP と民間企業との協業事
例についてのプレゼンテーションが行われ
た。

◆プログラム2～講演
[ 世界の「水」と「気候変動」の未来シ
ナリオ ～ 日本企業にとってのリスクとチャン
スは？]と題して、国連大学の沖大幹上級
副学長（当協会理事）による基調講演を
行った。現在私たちを取り巻く水と気候変
動の問題について理解を促進する内容
で、参加者アンケートでは「講演がわかり
やすく、環境問題にさらに向き合いたいと
思った」等、意識向上にかかわる感想が
多く寄せられた。

◆プログラム 3～沖縄県恩納村と
　日本 UNEP 協会とのパートナー
　シップ紹介

2 月に当協会とパートナーシップ協定を締
結した沖縄県・恩納村の長浜善巳村長
によるビデオメッセージを上映、「サンゴの
村宣言」など恩納村の環境への取り組み
について紹介した。
なお、同村は本フォーラム後の７月に、国
の令和元年度「SDGs未来都市」及び「自
治体 SDGs モデル事業」に選定され、
UNEP のサンゴ礁保全のための取り組み
であるグリーンフィン（Green Fins）を推
進していく計画だ。

◆プログラム4～環境活動・最前線
会員企業のうち4 社が登壇し、「MSC 認
証と資源保全」（イオン株式会社）、　「森
林支援と地域活性化」（カルネコ株式会
社）、「水銀フリー活動」（カシオ計算機
株式会社）、「循環型・低炭素社会の実
現に向けての電気炉の役割」（東京製鐵

株式会社）として各社の最新の取り組み
を紹介。実際のビジネスの現場で自社の
技術やサービスをいかに環境活動へ展開
していくか、その試みや開発のプロセスな
どが来場者の心をつかんだようで、アン
ケートでは「大きなヒントを得た。自社での
活動に生かしたい」等の回答が目立った。

◆プログラム5～若者の声
次世代を担う2 団体が登壇。NPO 法人
UMINARI より「ジェネレーション Z が主
導する次世代の環境活動」、そして公益
財団法人地球環境戦略研究機関
（IGES）より「GEO6 for Youth（第 6 次
地球環境概況／若者向け）の意義」が
発表された。立場が異なる若者二人の視
点を織り込んだプレゼンテーションは好評を
博し、「難しいと思っていた環境問題だが、
これなら自分でもできる」といった身近な感
想が多く聞かれた。

鈴木基之代表理事による
開会のご挨拶

UNEP 事務局長代理のビデオメッセージ環境省より高橋康夫地球環境審議
官のご挨拶

外務省より鈴木秀生地球規模課題
審議官のご挨拶

UNEA-4 報告：吉村皓一
（日本UNEP 協会理事）

Dechen Tsering
（UNEP-ROAP 所長）

Kamar Yousuf（UNEP 管理部 民間
部門長）

沖大幹・国連大学上級副学長
（日本UNEP 協会理事）

会　　場：国連大学（UNU） ウ・タント国際会議場（3F）
主　　催：国連環境計画（UNEP）
　　　　　国連環境計画日本協会（一般社団法人 日本UNEP協会）
　　　　　国連大学（UNU）
共　　催：日本経済新聞社
後　　援：外務省／環境省
協　　力：カルネコ株式会社 ／カシオ計算機株式会社 ／公益財団法人地球友の会 ／NPO法人UMINARI ／一般社団法人UP／
 　　　　　Vane／サステナブル・ブランド ジャパン((株 )博展)　
機材協力：キヤノンマーケティングジャパン株式会社
　　　

【開催概要】
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【開催概要】
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◆レセプション
プログラム終了後のレセプション（17 時 20
分～）には約 70 名が参加し、UNEP 
ROAPのDechen Tsering 所長による乾
杯で始まった。それぞれ環境の専門知識
を共有したり、地域での横のつながりを得
るなど、新たな輪が広がり和やかな懇親
会となった。

◆協会による環境への取り組み～
　ペーパーレス化とカーボン・オ
　フセット

完全ペーパーレス化とはならなかったが、
当日の参加者にはフォーラムのプログラムを
兼ねた、協会が編集発行した『UNEP 
FORUM』の創刊号を配布。各登壇者
のプレゼン資料配布は行わず、サイトより
ダウンロードできるようにした。
今回のフォーラムで初めて取り入れたの
は、EVI 推進協議会（運営：カルネコ
株式会社）によるカーボン・オフセットであっ
た。来場者に申し込み時に最寄り駅を入

力してもらい、データを収集した。結果、
当日の来場者の移動と会場の使用電力を
あわせたオフセット実施量は 2,000kg-CO2
となった。この実施報告は当協会サイトに
公開した。

◆フォーラムを終えて
待ったなしの環境問題への対策。今回の
フォーラムでは、民間企業との協業を中心
とした UNEP の取り組みの紹介、様 な々
指針を提供した基調講演、企業が実際
に展開している具体的な環境活動の報
告、そして環境への想いを語る次世代を
担う若者のプレゼンテーションなど、どのプ
ログラムも確実に来場者の心に届き、好
評を博しました。協会一同、次回フォーラ
ムもよりよい内容でお届けできるよう、日々
努めてまいります。

沖縄県恩納村と日本UNEP 協会との
パートナーシップ紹介

イオン株式会社　グループ環境・
社会貢献部　部長　鈴木隆博氏

カルネコ株式会社　代表取締役社長
加藤孝一氏

カシオ計算機株式会社　営業本部　海外営業統括部
プロジェクター部　山田結季子氏

東京製鐵株式会社　岡山工場
環境リサイクル事業担当　中島秀文氏

NPO法人 UMINARI　代表理事　
伊達敬信氏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（公財）地球環境戦略研究機関
水・防災専門官　武田智子氏　

参加者とUNEP との交流の場と
なったレセプション

各登壇者のプレゼン資料は協会
サイトにアップされています

 

本フォーラムの動画はVane Online
で公開されています

『UNEP FORUM』創刊号はこちら

環境への取り組み

　杉田エースでは、建築金物・資材の
総合エンジニアリング企業として、人と
自然にやさしいエコマーケティングと、
柔らかい創造力により、新しい商品や
サービスの提供に取り組んでいます。
　地球環境を守るためには、ひとりひと
りのやさしさが、地球へ、人へ、さま
ざまな形で還元されなければなりませ
ん。これが日常生活の中で行なわれ、
しかも低年齢層から習慣化されることこ
そが理想的と考えています。まずは身
のまわりから、工業化製品に至るまで、
リユース、リサイクルを促進し、これを
日常化すること。当社では、安全な仕
様で、なおかつ地球環境に配慮された
素材による、エクステリア商品の企画・
開発を行なっています。
　

「es-WOOD　エス・ウッド」
　
　環 境 配 慮エクステリア商品の
「es-WOOD　エス・ウッド」もそのひ
とつです。
　エス・ウッドは、未利用木材と再生
プラスチックをバランスよく融合した、

日本UNEP協会　正会員企業の取り組み

環境配慮エクステリア商品に取り組む 

デッキ（ホテル）

［エス・ウッドの施工事例］

地球環境にやさしい素材です。主原料
である「木」、「プラスチック」ともに
国内で回収され、安定的に供給される
100％リサイクル材を使用しています（容
器包装リサイクルプラスチック高度利用
認定を受けています）。
　独自の製法により高級天然木に負け
ない質感と高い耐久性を実現していま
す。電動ノコギリやプレーナーなどの
木工用工具による切断・切削・穴あけ
ができ、割れたり、ささくれたりしない
ので素足、素手でも安心です。また、
ホルムアルデヒドなどの揮発性有害物
質の放出はありません。学校や公共施
設、商業・レジャー施設などさまざま
な場所で採用されています。
　エス・ウッドは、従来型の再生木材
と比べ CＯ２排出削減を実現していま
す。その効果について、第三審査機関
である㈱日本スマートエナジー認証機
構の認証を取得しています。
　エス・ウッドの主原料には、通常エ
ネルギー源として燃やされていたリサイ
クル材を 100％使用しています。デッキ
材等として使い終わった後も燃やしたり
捨てたりせず、何度でもエス・ウッド

に再生できる環境への負荷が少ない製
品です。エス・ウッドを作るのに新た
に森の木を伐採したり、原油からプラ
スチックを作ることはありません。つま
り、伐採・輸送などに伴う CＯ２発生や
原油採掘、精製に伴う CＯ２発生も削減
できるということになります。

杉田エース株式会社

デッキ・テーブル・イス（建物屋上） エス・ウッドデッキ材

（HPはこちら）

杉田エース株式会社

分
別
↓
粉
砕

分
別
↓
粉
砕

主原料

エス・ウッドの原材料

未利用木材 再生プラスチック

国内で回収されたリサイクル材を使用。
通常はほとんどが廃棄されたり、燃料と
して焼却されたりしている資源です。

容器包装リサイクル法に
よる廃棄物・ペットボト
ルキャップ（PP、PE等）

建築廃材・製材工場発生
のこ屑、各種ボード端材
等

es-WOOD エス・ウッド
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2019 年 6 月 15 日（土）・16 日（日）、G20 サミットが 日本において初めて開催された。 首脳会議のほかに 8 つの関
係閣僚会合が行われた中で、 長野県軽井沢町にて「持続可能な成長のためのエネルギー 転換と地球環境に関する関
係閣僚会合」が開催され、 日本 UNEP 協会はそのイノベーション展に出展した。   

活動報告

◆ G20イノベーション展への出展  

12  UNEP FORUM 13  UNEP FORUM

地球へ社会へ未来へ～　
　　　G20 イノベーション展　
開催概要
■ 日時：2019 年 6月 14 日～ 16 日
■ 場所：軽井沢プリンスショッピング  
     　　　プラザ駐車場の一部 
■ 主催：経済産業省、環境省    

※G20 サミットとは…「金融・世界経済に関する首脳会合」のことで、G7（フランス、アメリカ、イギリス、ドイツ、日本、イタリア、カナダ、欧州
連合（EU）に加え、アルゼンチン、オーストラリア、ブラジル、中国、インド、インドネシア、メキシコ、韓国、ロシア、サウジアラビア、南アフリカ、
トルコの首脳が参加して毎年開催される国際会議。メンバー国以外にも、招待国や国際機関などが参加している。 

　この展示は、水素エネルギー、海洋
プラスチックごみ対策、イノベーショ
ン等をテーマに、日本最先端のエネル
ギー・環境関連技術を紹介するもので、
日本国政府の取組みのほか、企業や団
体の協力を得て、主に体験型の展示が
行われた。原則的にペーパーレスのた
め、当協会では映像展示を中心に行った。

　コンセプトは、日本のイノベーティ
ブな技術や取り組みを紹介すること
で、イノベーションにより環境保全と
経済成長の好循環が加速するという
キーメッセージを国内外に発信すると
いうもの。エネルギー問題・環境問題
等について楽しみながら学び、理解を
深め、来場者一人一人の行動につなが
ることを期待して開催された。

　日本 UNEP 協会のブース内では、
会員企業であるカシオ計算機株式会社
の水銀フリープロジェクターを用い
て、東京製鐵株式会社の乾電池リサイ
クル技術や、当協会の取り組みを映像
展示で紹介した。

　当日は経済産業省の世耕大臣、環境
省の原田大臣をはじめ、G20 出席の各
大臣も来場した。また、子供や学生か
らお年寄りまで幅広い年齢層が参加
し、各展示に見入っていた。本展示は
入場無料。

　最終日の 16 日には、UNEP からサ
ティヤ・トリパティ事務次長補 兼
ニューヨーク事務所所長と、ROAP（ア
ジア太平洋地域事務所）の化学品・廃
棄物・大気汚染プログラムにおける吉
田鶴子調整官も駆けつけ、当協会およ
び会員企業のブースを訪問。

　トヨタ自動車株式会社は JAXA と
共同で検討を進めている「有人与圧
ローバ」の模型と、FCV（水素をエネ
ルギー源として発電して走る燃料電池
自動車）「MIRAI」のカットモデルを、
いであ株式会社は「TUNA-SAND」
class ホバリング型 AUV(Autonomous 
Underwater Vehicle)　民間商用化 1号
機「YOUZAN」という水中調査ロボッ
トを、株式会社カネカは生分解性ポリ

マーPHBHを出展した。

　3 日間の今回のイノベーション展は政
府主催ということで、制約は多かったも
のの、我が国の最先端のエネルギーおよ
び環境技術の結集の中に当協会も加わる
ことができ、さまざまな収穫があった。
今後の活動に活かしていきたい。
＊会合の成果等についての文書
はこちら↓
https://www.g20karuizawa.
go.jp/outline/outcomes/

＊8 月 7 日には、国連大学にて「G20　報
告公開セミナー：G20 を契機とした環境政
策の将来展望」が開かれた。
詳細はこちら↓　
http://www.oecc.or.jp/about/
symposium/20190807.html

いであ株式会社の展示ブースを UNEP が訪問

◆ ベトナムで「UNEP地球環境情報展」初開催
地球の美しさを再確認～

　令和元年となる 2019 年の 3 月 30 日
～ 31 日、ベトナムで初の「UNEP 地
球環境情報展」をホイアンの「アース
デー」イベントの中で開いた。

　オープニングセレモニーでは、ホイ
アン副市長とともに、当協会の宮内淳
理事がライトダウンの儀式を行い、ホ
イアン市全体が照明を 60 秒間消灯し
て地球に思いを馳せた。

　普段は公共施設の照明の下で開催さ

　上智大学「国連Weeks」のシンポジウ
ム「サステイナブルな消費と生産―エシカ
ル消費から未来を変える―」に、当協会
の鈴木代表理事が登壇した。

　シンポジウムのテーマはSDGsの12番
目に掲げられたゴール「持続可能な消費
と生産」。この有限の地球の上で、“つく

れることが多い写真展だが、今回は屋
外、そしてランタンの灯りの中での展
示となった。幻想的な空間の中、来場
者は地球の自然の美しさ、神秘、そし
て生物多様性の複雑さに見入ってい
た。

　エコワークショップやエコマーケッ
ト、パネルディスカッションも併催さ
れ、川やビーチ、町での清掃活動も行
われた。当協会と、公益財団法人地球
友の会のベトナム在住メンバーととも
作り上げた、素晴らしいイベントと
なった。
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◆ 上智大学「国連Weeks October 2019」へ登壇
毎日の生活から地球の未来を考える～ 
3

UNEP 地球環境情報展
■ 日時：2019 年 3月 30 日～ 31 日 
■ 場所：ホイアン市 An Hoi  Sculpture Garden
■ 主催：国連環境計画（UNEP）
■ 協力：一般社団法人日本UNEP 協会、公益財団法人地球友の会 

上智大学  国連Weeks October 2019
■ 日時：2019 年 10 月 5日～ 24 日 
■ 場所：上智大学（シンポジウムは四谷キャンパス 2号館 17 階） 
■ 主催：上智大学
■ 後援：国際連合広報センター 

る責任・つかう責任”について、UNEPの
説明も交え、特に若者に向けて熱のこ
もった講演となった。

　また、企画展示として「UNEP 地球
環境情報展」を、NPO 法人UMINARI
と協力し開催。多くの来場者にご覧いた
だき、この美しく多様な地球のために、
今後何を基準に選んでいくのか改めて考
えてみるきっかけになったとの声が寄せ
られた。

上智大学 国連Weeks October 2019
https://www.sophia.ac.jp/jpn/
news/PR/UNWeeksOctober
2019.html

原田環境大臣（当時）をはじめ
各国要人が見学に

協会の展示ブースで見学者に説明



2019 年 6 月 15 日（土）・16 日（日）、G20 サミットが 日本において初めて開催された。 首脳会議のほかに 8 つの関
係閣僚会合が行われた中で、 長野県軽井沢町にて「持続可能な成長のためのエネルギー 転換と地球環境に関する関
係閣僚会合」が開催され、 日本 UNEP 協会はそのイノベーション展に出展した。   

活動報告

◆ G20イノベーション展への出展  
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地球へ社会へ未来へ～　
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各国要人が見学に
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国連環境総会（UNEA）は、環境分野に
おいて世界最高レベルの意思決定の場
である。2012年6月の「国連持続可能な
開発会議（リオ＋20）」において、193カ国
の国連加盟国すべてが参加し、もっとも
深刻な世界規模での環境問題に立ち向
かう総会として発足した。ここでは決議
や行動への呼びかけを通じて、地球を健
全に保つために重要となる世界規模での
リーダーシップや、政府間での取り組み
を提供する。

しかし行動を起こすには、広範囲にわた
る官民のパートナーシップが必要だ。持
続可能な開発のための新技術、イノベー
ションや資金調達を促し、活用する力が
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2019年UNEA（国連環境総会）における民間部門の取り組み
Private Sector Engagement at the 2019 UN Environment Assembly

「Private Sector Engagement at the 2019 UN Environment 
Assembly」は、2019年3月11日～15日、ナイロビUNEP本部にて開
催されたUNEA 4でのパネルディスカッションやリーダーシップ・
ダイアローグなどの報告書である。ここでは主にパネルディス
カッションに焦点を当てて翻訳し、ご紹介する。

はじめに（報告書 P4　Introduction）

この連携にはある。そしてパートナーシッ
プを通じ、私たちを持続可能な未来へと
導く持続可能な開発のための2030アジェ
ンダと、持続可能な開発目標（SDGs）17
ゴールを追うことができる。

本総会と、そこで開催されるイベントは、
重要なパートナーシップを結ぶことがで
きるステークホルダーを招く理想的な場
となっている。ここでは、持続可能なイノ
ベーション博覧会での展示物や活発な意
見が交わされるパネルディスカッション、
ハイレベル朝食会、リーダーとの意見交
換の場であるリーダーシップ・ダイアロー
グ、ステークホルダーたちによるマルチス
テークホルダー・ダイアローグ、イベントな

どが行なわれる。

持続可能なイノベーション博覧会は、
UNEAで初めて官民協力のもとで開催さ
れた会である。環境にやさしいイノベー
ションや持続可能な資金繰りに焦点を当
て、2019年にはUNEAの全体テーマであ
る「環境課題と持続可能な消費と生産の
ための革新的な解決策（Innovat ive 
solutions for environmental challenges and 
sustainable consumption and production）」
を後押しするため、政府、民間部門、国
際機関や市民社会のリーダーを集めた。

総会のハイレベルセグメントでは、3回の
リーダーシップ・ダイアローグが開催され、
環境大臣、経済界や市民社会のリーダー
を集めて、総会テーマに関わる優先順位、
最善の行動、課題や変革を起こす解決策
について意見を述べ合う場となった。

マルチステークホルダー・ダイアローグは
リーダーシップ・ダイアローグを補完し、
持続可能な生活を送るための持続可能
な消費パターンの実現を可能とするため
に、人々の暮らしや社会全体からの視点
を取り入れた。

パネリスト：
シーム・キースラー氏―UNEA４議
長、エストニア環境大臣
インガー・アンダーセン氏―（開催時）
国際自然保護連合（IUCN）事務局長
（*現UNEP事務局長）
ベアトリス・アレン氏―国際オリンピッ
ク委員会（IOC）委員
ジェイコブ・マニオン氏―インターネッ
ト・オブ・エレファンツ社、商品部門長
スーザン・ガードナー氏―UNEP生態
系部門ディレクター 
ヒュー・ウェルドン氏―エボコ社、プ
ロダクトマネージャー
司会（モデレーター）：
アラステア・ライトヘッド氏―BBCア
フリカ特派員

概要-------
25億人以上がビデオゲームをプレイして
いて、CNNとBBCを合わせた視聴者数よ
りも多くの人がビデオゲームを観戦して
いる。主に若年層であるプレイ動画の視
聴者層には、かつてないほどのチャンス
が潜んでいる。若者たちの暮らしとつな
がり、アテンション・エコノミーと呼ばれ
る世界で影響力を持つにはどうすべきか
を見つけることが重要となる。そして、こ
の基盤を用いて環境にやさしいメッセー
ジを広く伝え、新しい考え方を促し、環
境にやさしくなるような要素をすべての

ゲームに取り入れていくことが大事であ
る。

地球の未来は若者の手の中にある。持
続可能な開発目標（SDGs）を達成するに
は、世界中の若者が議論の中心にいなけ
ればならない。このセッションの狙いは、
スポーツ、ゲーム、教育のコンビネーショ
ンによって、若い世代が行動を起こすよ
うに促すことにある。ゲーム産業は、世
界、特に若者に向けて、かつてないほど
広範囲に影響力を持っている。

本パネルでは、世界中に発信することが
できて普遍的な魅力を持つゲームは、重
大な環境や持続可能性に対する問題の
プラットフォームになるという結論に達し
た。同様に、スポーツも環境保護のため
に行動を変える役割を持ち得る。持続可
能性はオリンピック・ムーブメントでも中
心に据えられている。スポーツを通じてよ
り良い世界を構築し、地球規模での持続
可能性に対して、世界中で持続可能性に
ついての意識の向上にスポーツは貢献し
てきた。

注目の課題------
・ゲームは視聴者を囲い込んだ中で夢中
になれる体験ができ、ソーシャルメディア
とは異なる。若者がゲームに費やす時間は
膨大で、時には、憂慮すべきほどである。

持続可能なイノベーション博覧会のパネル ・ゲーム開発者はゲームが第一に「クー
ル」であることに重きを置いているので、
現存するゲームにメッセージを融合させ
るほうが難しい。
・スポーツの存続は繁栄した環境や、ス
ポーツにすぐに影響する極端な気象条
件、水質汚染、土壌浸食といった課題に
直接的に関係している。

必要な行動------
・環境への取り組みは、若者が一番多く
の時間を過ごしている場で、若者とつな
がることでのみ達成されることがだんだ
んとわかってきた。この大きな可能性と
力を活用し、重大な課題への積極的な考
えを促進することが重要である。認識が
芽生え、変化をもたらす内容のゲームに
取り組むことで、新しい考え方を浸透さ
せていくことができる。
・私たちは循環経済について産業が計
画した流れで、循環経済の原理が廃棄物
の管理に融合するように考える必要があ
る。
・インターネット・オブ・エレファンツ社
は、人々が野生生物とその保全に親しめ
るように制作するテレビゲームの100％を
インタラクティブに作っている。これは産
業がエンターテインメントだけでなく、よ
り有意義なゲームへと移行していくため
に不可欠なステップである。環境保全
を重視した考えを推進するために、こ
のようなアプローチを拡大していく必
要がある。

「地球のためにゲームプレイ」のパネリストたち

報告書

持続可能なイノベーション博覧会 オープニング

（本書PDF）

地球のためにゲームプレイ（報告書 P16-18　Playing for the Planet）
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おいて世界最高レベルの意思決定の場
である。2012年6月の「国連持続可能な
開発会議（リオ＋20）」において、193カ国
の国連加盟国すべてが参加し、もっとも
深刻な世界規模での環境問題に立ち向
かう総会として発足した。ここでは決議
や行動への呼びかけを通じて、地球を健
全に保つために重要となる世界規模での
リーダーシップや、政府間での取り組み
を提供する。

しかし行動を起こすには、広範囲にわた
る官民のパートナーシップが必要だ。持
続可能な開発のための新技術、イノベー
ションや資金調達を促し、活用する力が
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2019年UNEA（国連環境総会）における民間部門の取り組み
Private Sector Engagement at the 2019 UN Environment Assembly

「Private Sector Engagement at the 2019 UN Environment 
Assembly」は、2019年3月11日～15日、ナイロビUNEP本部にて開
催されたUNEA 4でのパネルディスカッションやリーダーシップ・
ダイアローグなどの報告書である。ここでは主にパネルディス
カッションに焦点を当てて翻訳し、ご紹介する。

はじめに（報告書 P4　Introduction）

この連携にはある。そしてパートナーシッ
プを通じ、私たちを持続可能な未来へと
導く持続可能な開発のための2030アジェ
ンダと、持続可能な開発目標（SDGs）17
ゴールを追うことができる。

本総会と、そこで開催されるイベントは、
重要なパートナーシップを結ぶことがで
きるステークホルダーを招く理想的な場
となっている。ここでは、持続可能なイノ
ベーション博覧会での展示物や活発な意
見が交わされるパネルディスカッション、
ハイレベル朝食会、リーダーとの意見交
換の場であるリーダーシップ・ダイアロー
グ、ステークホルダーたちによるマルチス
テークホルダー・ダイアローグ、イベントな

どが行なわれる。

持続可能なイノベーション博覧会は、
UNEAで初めて官民協力のもとで開催さ
れた会である。環境にやさしいイノベー
ションや持続可能な資金繰りに焦点を当
て、2019年にはUNEAの全体テーマであ
る「環境課題と持続可能な消費と生産の
ための革新的な解決策（Innovat ive 
solutions for environmental challenges and 
sustainable consumption and production）」
を後押しするため、政府、民間部門、国
際機関や市民社会のリーダーを集めた。

総会のハイレベルセグメントでは、3回の
リーダーシップ・ダイアローグが開催され、
環境大臣、経済界や市民社会のリーダー
を集めて、総会テーマに関わる優先順位、
最善の行動、課題や変革を起こす解決策
について意見を述べ合う場となった。

マルチステークホルダー・ダイアローグは
リーダーシップ・ダイアローグを補完し、
持続可能な生活を送るための持続可能
な消費パターンの実現を可能とするため
に、人々の暮らしや社会全体からの視点
を取り入れた。

パネリスト：
シーム・キースラー氏―UNEA４議
長、エストニア環境大臣
インガー・アンダーセン氏―（開催時）
国際自然保護連合（IUCN）事務局長
（*現UNEP事務局長）
ベアトリス・アレン氏―国際オリンピッ
ク委員会（IOC）委員
ジェイコブ・マニオン氏―インターネッ
ト・オブ・エレファンツ社、商品部門長
スーザン・ガードナー氏―UNEP生態
系部門ディレクター 
ヒュー・ウェルドン氏―エボコ社、プ
ロダクトマネージャー
司会（モデレーター）：
アラステア・ライトヘッド氏―BBCア
フリカ特派員

概要-------
25億人以上がビデオゲームをプレイして
いて、CNNとBBCを合わせた視聴者数よ
りも多くの人がビデオゲームを観戦して
いる。主に若年層であるプレイ動画の視
聴者層には、かつてないほどのチャンス
が潜んでいる。若者たちの暮らしとつな
がり、アテンション・エコノミーと呼ばれ
る世界で影響力を持つにはどうすべきか
を見つけることが重要となる。そして、こ
の基盤を用いて環境にやさしいメッセー
ジを広く伝え、新しい考え方を促し、環
境にやさしくなるような要素をすべての

ゲームに取り入れていくことが大事であ
る。

地球の未来は若者の手の中にある。持
続可能な開発目標（SDGs）を達成するに
は、世界中の若者が議論の中心にいなけ
ればならない。このセッションの狙いは、
スポーツ、ゲーム、教育のコンビネーショ
ンによって、若い世代が行動を起こすよ
うに促すことにある。ゲーム産業は、世
界、特に若者に向けて、かつてないほど
広範囲に影響力を持っている。

本パネルでは、世界中に発信することが
できて普遍的な魅力を持つゲームは、重
大な環境や持続可能性に対する問題の
プラットフォームになるという結論に達し
た。同様に、スポーツも環境保護のため
に行動を変える役割を持ち得る。持続可
能性はオリンピック・ムーブメントでも中
心に据えられている。スポーツを通じてよ
り良い世界を構築し、地球規模での持続
可能性に対して、世界中で持続可能性に
ついての意識の向上にスポーツは貢献し
てきた。

注目の課題------
・ゲームは視聴者を囲い込んだ中で夢中
になれる体験ができ、ソーシャルメディア
とは異なる。若者がゲームに費やす時間は
膨大で、時には、憂慮すべきほどである。

持続可能なイノベーション博覧会のパネル ・ゲーム開発者はゲームが第一に「クー
ル」であることに重きを置いているので、
現存するゲームにメッセージを融合させ
るほうが難しい。
・スポーツの存続は繁栄した環境や、ス
ポーツにすぐに影響する極端な気象条
件、水質汚染、土壌浸食といった課題に
直接的に関係している。

必要な行動------
・環境への取り組みは、若者が一番多く
の時間を過ごしている場で、若者とつな
がることでのみ達成されることがだんだ
んとわかってきた。この大きな可能性と
力を活用し、重大な課題への積極的な考
えを促進することが重要である。認識が
芽生え、変化をもたらす内容のゲームに
取り組むことで、新しい考え方を浸透さ
せていくことができる。
・私たちは循環経済について産業が計
画した流れで、循環経済の原理が廃棄物
の管理に融合するように考える必要があ
る。
・インターネット・オブ・エレファンツ社
は、人々が野生生物とその保全に親しめ
るように制作するテレビゲームの100％を
インタラクティブに作っている。これは産
業がエンターテインメントだけでなく、よ
り有意義なゲームへと移行していくため
に不可欠なステップである。環境保全
を重視した考えを推進するために、こ
のようなアプローチを拡大していく必
要がある。
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パネリスト：
ウェラニ・チレンガ氏―マラウイ天然
資源エネルギー鉱業副大臣
マクスウェル・ゴメラ氏―UNEP生物
多様性と生態系サービス部ディレク
ター
ネイサン・サーバ氏―UNEPコミュニ
ケーション部ディレクター
ケイト・ムーア氏―リロングウェ野生
動物信託プログラムディレクター
司会（モデレーター）：
リサ・ロールス氏―UNEP野生生物
コミュニケーション＆アンバサダー・リ
レーションズ代表

概要-------
2016年に、絶滅のおそれのある野生動
植物の種の国際取引に関する条約
（CITES＝ワシントン条約）がもっとも懸
念している国として挙げたのは、犯罪組
織との密売のつながりは弱いながらも違
法象牙取引のアフリカ南部の拠点となっ
ているマラウイであった。しかし、同時に
マラウイは違法な野生生物取引への取り
組みに関して革新的なアプローチを発展
させてきた。そして現在は世界規模での
生物多様性枠組みの一貫として、他の自
然遺産における資源の保護へ、そのアプ
ローチを広げようとしている。そのために

持続可能なイノベーション博覧会でのポップアップ・チャット

違法な野生生物取引とその先：マラウイの自然のための新政策、
　　　　　　　　　　　　　 違法な野生生物取引の撲滅と環境への意識を高める
（報告書 P34-36 Illegal Wildlife Trade & Beyond: A New Deal for Nature in Malawi, Tackling Illegal Wildlife Trade and 
Nurturing Environmental Consciousness）

は、戦略とメッセージを周知させるため
に市民が集めたデータに基づいた、行動
を変えるためのコミュニケーションや、環
境保護への意識を測る指標の発展が含
まれる。

マラウイ政府は主要な課題を明確にする
ための委員会を立ち上げた。そして、違
法な野生生物取引が生物多様性と種の
存続の双方、および国家の安全保障にも
たらす危機について考え、調査に基づい
た推薦事項を取り入れた。これは次に示
す密猟捜査に関わる組織の革新的な組

み合わせによる活動を巻き込んだ。250
種以上の保護と、罰則を強化するために
議会を通過した野生生物保護法、正義
を奨励するプログラム、政府機関内の野
生生物犯罪対策委員会（Committee to 
Combatting Wildlife Crime）、そしてマ
ラウイ議会による保全集会などである。

この革新的なアプローチによって、主に
三つの教訓を得られた。
・密猟ではなく、高度な違法取引に注力
して革新的な取り組みを行う
・パートナー同士で協力する
・目的に合致した情報との繋がりに注力
する

本パネルでは、環境保護についての意識
を測るための項目を特定するため、質と
量の両面からの調査に基づいた環境保
護への意識評価について説明を加えた。
この評価法は自然擁護やその他の問題
の観点から変革の理論に取り込まれ、自
然のための新しい政策（New Deal for 
Nature）へと組み込まれていく。

マラウイの取り組みの成功例には、積極
性、イノベーション、協力や戦略的な情報
交換が背景にあったという結論で締めく
くられた。国内の別の産業や部門での環

境、生物多様性、持続可能性に関する問
題への取り組みに、このイノベーションや
学びが活用されている。その上、マラウイ
はアフリカ南部での生物多様性に関する
課題への取り組みを先導し、経験を共有
し、近隣諸国がそれぞれの違法野生生
物取引に立ち向かう手助けをする準備
ができている。
 
注目の課題------
・社会的流動性に注目したアプローチは
社会規範に影響しないため、戦略的な情
報交換が環境問題には不可欠である。
住民が参加し、賛同することで意識を高
め、行動を変えていくことが重要とな
る。

必要な行動------
・環境保護への意識指標でのデータ収
集を発展させ、法の実行、法整備、生活、
コミュニケーションに共に取り組むこと
で大きな影響を与えられる箇所をマラウ
イが把握する基盤として用いる。
・自然資源を劣化させることなく国を支
援するために、野生生物保護モデルを石
炭の違法採掘による森林伐採、農業部
門、マラウイ湖の水質と生物多様性改善
など、他の環境問題に活用する。
・得た知識を新しく革新的な考え方と組
み合わせて、同様の目標を持つ他国と協
力する。マラウイはアフリカ圏での生物多
様性と土壌劣化問題に関してリーダー
シップをとることを約束する。

持続可能なイノベーション博覧会でのポップアップ・チャット
電気と電化製品を循環型経済の最前線へと押し上げる
（報告書 P41-43 Elevating Electrics and Electronics to the Forefront of Circular Economy）

パネリスト：
ナムスライ・ツェレンバト氏―モンゴル
自然環境・観光大臣
ロルフ・パエット氏―バーゼル，ロッテ
ルダム、ストックホルム条約共同事務
局　事務局長
ニキル・セス氏―国連訓練調査研究
所総代表
石井菜穂子氏―地球環境ファシリティ
（GEF）統括管理責任者(CEO)兼議
長
フォデイ・ミロバ・ジャワード氏―シエ
ラレオネ共和国、環境保護機関議長
サンドラ・オジアンボ氏―サファリコム
社コーポレート・サステナビリティ代表
ローレンス・スオ氏―ケニア、E-waste
イニシアティブ創設者兼代表
クワベナ・フリンポン=ボアテング氏－
ガーナ共和国心臓血管センター、ガー
ナ赤十字社創設者兼ガーナ心臓基金
代表
タデッセ・アメラ氏―国際POPs廃絶
ネットワーク共同代表
司会（モデレーター）：
サティヤ・トリパティ氏―UNEP事務
次長補兼ニューヨーク事務所所長

概要-------
電子製品のライフサイクルにはいくつも
の要素が関わっていて、産業からは大
量の電気電子機器廃棄物が発生してい
る。2019年、これまでの電気電子機器
廃棄物（e-waste）についての議論をさ

らに積み重ねたパネリストたちは、電子
産業には新たな循環型経済のビジョン
が 必要であると指摘した。

多くの国がe-wasteに関して異なる課題
を抱えていて、そのアプローチ方法も異
なる。e-wasteに技術革新を導入するに
は、国家レベルでの目標を設定し、デザ
イン段階から廃棄まで見据えた電子製
品を設計することが必要となる。

ガーナでは、e-wasteと有害廃棄物の管
理に対する持続可能な管理方法に関す
る法律が制定されことが話題に上っ
た。この法律では、拡大生産者責任を
取り入れるなど、e-wasteのバリュー
チェーン内のすべての段階にスポットを
当てている。この法律のもとでは、すべ
ての生産者がガーナに電子製品を送る
前に費用を払わなくてはならない。

ケニアでは、民間部門もe-wasteの取り
扱いに着手しようとしている。例えば、サ
ファリコム社と情報通信技術部門
（ICT）は、法規制やリサイクルに関わ
る部門、民間業者と手を組んで、
e-wasteの回収に取り組んでいる。

本パネルは、e-wasteの課題はほとんど
の政府にとって急務であり、それぞれの
国家のルールや規制に応じて異なる方
法で取り組まれてきたと結論づけた。
しかしながら、これはバリューチェー

「共通した手法でのコミュニケーション、実行に移す力、暮らし方や法整備が必要です」――ネイサン・サーバ氏
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「共通した手法でのコミュニケーション、実行に移す力、暮らし方や法整備が必要です」――ネイサン・サーバ氏
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ンの上流と下流、あらゆるレベルでの
行動と、すべてのステークホルダーの
協力が必要となる課題である。
e-wasteについての情報を社会のあら
ゆるレベルで交換し、何をどのように
扱うかはすべての観衆に共有されるべ
きである。

注目の課題------
・たとえばケニアでは法の空白地域が
現存していて、政府が提供すべき課税
や拡大生産者責任といった動機づけメ
カニズムに含まれていない。
・この問題に関する社会の意識改革と
啓蒙には費用がかかり、一部地域では
消費者にe-wasteを取り扱い可能なリ
サイクルや廃棄業者に引き渡すよう動
機づけをする必要がある。
・e-waste管理にはまだ懐疑的な意見
がある。

・循環についてすべての観点が考慮さ
れているわけではなく、ステークホル
ダー同士の協力を改善する必要があ
る。

必要な行動------
・上流と下流双方での解決策を見つけ
ることが重要である。また、どのよう
にe-wasteや電子機器の管理に取り組
み、e-wasteに価値を付けるかが重要
である。
・製造工程や設計の改善に着手するに
あたって、循環型経済に関する視点を
含めるべきである。構成品に含まれる
危険な部品の使用期間を延ばす、代替
品を見つける、または技術的スキルや
規制を改善しなくても当該部品にアク
セスし、廃棄可能にするといった手法
が含まれる。
・e-wasteの交換には事前に知らされ

た同意のメカニズムと透明性、また
e-wasteの取り扱いにかかる費用を最
小限に抑える努力が必要である。
・非公式経済に従事し、あらゆる
e-wasteの回収や廃棄を行なっている
人も含めた上で、バリューチェーンの
全段階を巻き込んでの協力が必要であ
る。
・課税や拡大生産者責任を含めた政策
を検討すべきである。化学物質やその
廃棄物の管理のような国際協定を結ん
でいる他の産業から学ぶことで、規制
の周知と統一を促すことができる。

「e-waste は崩壊ぎりぎりまで達しており、
人類が対峙しているもっとも大きい課題の一つです」

――サティヤ・トリパティ氏

「もし蛇口の水漏れでキッチンが汚れていたら、蛇口を閉める前に片付け始めることはしません。
e-waste の場合、退廃の一途をたどるようになっています。

携帯電話を手にした瞬間に、次の機種について考え始めているのですから」
――タデッセ・アメラ氏

「途上国が資源を管理するには循環型経済での不均衡さがあります。
条件を平等にするにはどうすればよいでしょう？」

――ニキル・セス氏

終わりに（報告書 P59 Conclusion）

持続可能なイノベーション博覧会と、数々のパネルやリーダーシップとマルチステークホルダー・ダイ
アローグは、民間部門やステークホルダーに国連環境総会（UNEA）のテーマである「環境課題と持続
可能な消費と生産のための革新的な解決策」と関わるには得難い機会を与えた。

持続可能な開発目標（SDGs）とパリ協定の求める環境基準に達するには、すべてのステークホルダーに
よる行動が不可欠である。単独で遂行できる部門や個人などいない。そして産業が革新的な解決策や資
源を提供できる可能性を有していることから、民間部門は重要なパートナーである。

UNEAの決議が世界を正しい方向へ導く一方で、この世界における世代間の持続可能な開発を保証する
決議の実行において、民間部門も積極的な役割を担うことを私たちは願っている。

翻訳：株式会社HORSE PARK INTERNATIONAL 赤樹結香
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　UMINARI は、ごみのない海の実現
を目指し、学生を主体とするユースが
主導する NPO 法人です。団体名であ
るUMINARI は『海の声』という意味
です。海と陸の間に立ち、また消費者
と生産者の間に立ち、海の声から変化
を生み出すことが私たちの使命です。
私たちが探し求めるのはごみのない
海、そしてそれに向けた一人一人のア
クションです。本来あるべき海のため
に、私たちは共に変化を生み出す仲間
を探しています。

　２年前に始まった 1 人の大学生の
ビーチクリーン習慣から、少しずつそ
の手が増えて、今では20人のメンバー
で活動を行っています。
　組織として一番はじめに行ったの
は、小学校での授業でした。今起こっ
ている現状を、少しでも早くこれから
の日本を担う次世代に伝えたいと考え
たからです。若い世代や次世代にまず
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は問題を正しく知ってもらうため、エ
デュケーション事業を立ち上げ、小学
校の社会科や総合学習、また大学の講
義などでこれまで累計 1,500 人に海洋
ごみ問題についての授業を行ってきま
した。また、現在はUMINARI が主催
するワークショップや勉強会なども展
開しています。
　そして活動開始から２年経った今、
UMINARI が最も重点を置いているの
が『若者のライフスタイル』です。ビー
チクリーン活動を行う中で目にする数
十種類のごみは全て私たち人間の生活
から出されたもので、ごみの管理や処

理といったインフラももちろんです
が、根本は消費と生産の在り方に起因
しています。
　UMINARI では、今のライフスタイ
ルを否定することではなく、新たなラ
イフスタイルを作り上げていくことに
力を入れており、海を思いやる
『Ocean-friendly』というコンセプトを
掲げ、まずは若者をターゲットに、ワー
クショップやソーシャルメディアを通
して共創と発信を行っています。
　Ocean-friendly なライフスタイルを
始めるきっかけと、なぜそれが必要か
を肌で感じてもらうための機会とし

Vol.1 UMINARI
～届けよう、若者の声～
Listen to young voices　

“地球は青かった”人類初の宇宙飛行士、ユーリ・ガガーリンが残した言葉です。海が輝く惑星（ほし）、
それが地球という惑星の本来の姿です。今、私たちの地球は本当に青いでしょうか。

て、私たちはビーチクリーン活動も
行っています。地域のごみ拾い活動と
は異なり、都心の学生や若者がわざわ
ざ海に出て、ごみを拾い、説明を聞き、
話し合い、価値観を共有する仲間たち
と共に新たなライフスタイルを持ち帰
るようなビーチクリーンを行っていま
す。
　また、Ocean-friendly なライフスタ
イルを共に創り上げていくブランドと
して、これまでアウトドアブランドの
Patagonia やコスメブランドの THREE、
スポーツコンセプトの NIKE Campus 
Athletes Tokyo などとのコラボレー
ションビーチクリーンも行いました。
　これらの活動に加え、日頃から業界
や国境の垣根を超えたネットワーキン
グとコミュニケーションを大切にして
います。国連機関や各国政府機関、各
国企業や NGO と定期的に情報交換を
行い、国際的なフォーラム等にも積極

的に参加することで、世界全体及び社
会全体としての解決の中に自分たちの
取り組みを位置付ける努力をしています。

　生産と消費、政策やインフラ。海洋
プラスチック問題は、誰か一人や一企
業、一国にその責任があるのではなく、
広く市場、社会、そして世界全体にそ
の責任があります。「私だけの責任じゃ
ない」から「私たちみんなの責任だ」
への意識改革。全否定や責任のなすり
付け合いではなく、生み出されている
豊かさも認めた上で、生み出されてい
る問題に真摯に向き合い、幅広い協働
による新たな価値創造（共創）によっ
て 100% の豊かさを実現していくこと
が、これからの環境活動に求められる
姿勢です。
　UMINARI は、若者のライフスタイ
ルからその歯車を動かしていきます。
1人の 100歩を生み出す過度な啓発で

はなく、100 人の 1 歩からみんなで前
進していけるような働きかけ。若者を
魅了する 『Ocean-friendly なライフス
タイル』が、いつしか幅広い消費者や
生産者までをも魅了し、変化を起こし
たいと思わせる波が日本全体に広がる
まで、私たちUMINARI は前進し続け
ます。
－代表理事　伊達敬信

代表の伊達と、UNEP 親善大使であり
俳優のエイドリアン・グレニアー

ビーチクリーンで広がるコミュニティ

小学校での授業風景

ビーチクリーン活動の様子
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　「環境」とは人間または生物を取り巻く、まわりの状況。そのものと何らかの関係を持ち、影響を与えるものとして見た外界。

私は世界100カ国以上を旅してきた。この目で色々な文化に触れ、様々な環境で育ってきた人々と出会い、話してきた。

日本人である自分と、諸外国の人々の環境に対する姿勢は全然違う。何がそんなに違うのか。話してみると分かった。話さ

なければ分からなかったと思う。

　旅の途中、ある若者と自分の国について話す機会があった。私よりも一回りも若い学生である。学生は自分の国の良いと

ころ、悪いところ、政治の話、現在の国の代表について、それら全てにしっかりとした自分の意見があった。彼には自分の

国、故郷、家族や自分を取り巻く環境を真剣に考えている確かな「愛」があった。

私はどうだろうか。どれぐらい自分の周りの環境を真剣に考え、向き合い愛せていただろうか？　この時とても衝撃を受け

た。そしてそんな意見を持たぬ自分を恥ずかしくも思った。

　例えばディズニーランドの床には全然ゴミが落ちていない。みんな夢の国を愛しているからだ。自分の家にもまず自らポ

イ捨てをする人なんていない。愛があるからだ。では自分の地元ではどうだろう？　知らない国や旅行先ではどうだろうか？

　ある日インドで列車に乗って移動する日があった。車内でカレーが売っていたので購入した。食べ終わりゴミを袋にまと

めていると、相席になった現地のファミリーが「君は何をしているんだ？」と、とても不思議そうに私に話しかけてきた。

気がつくと彼らはニコニコしながら僕のゴミ袋をひょっと奪い、列車の窓からゴミ袋を放り捨てた！

　「何してるんだ！」と列車の外をみると、そこはゴミの山。聞くと、ここにゴミを拾いに来る人たちがいるから、みんな

窓からゴミを捨ててもいいんだと言う。人にはそれぞれ役割があり、その人たちの役割を私達が奪ってはいけない。私達は

そうやってお互いを想い合って生きているという。ゴミを捨てる環境があれば拾う環境もあるということだ。こんな考えを

持っている人たちもいるのだ。ここにもお互いを思う愛があった。面白い。また全く別のカルチャーに触れることになった。

つまりは、環境とは自由なのである。そして人それぞれの環境に対する考えを聞くのは楽しいし、面白い。

　環境問題などと括ろうとすると、とても窮屈で自分には到底興味の無いものやつまらないことと思いがちかもしれないが、

それは違う。自由だからこそどんなアプローチも許され、楽しくするアイディアだって産まれてくる。愛を持って環境を考

えることによって、自分次第でどうにでも変えていけるものなのである。

　今「個人」はそれぞれが自由に発信できる環境を持ち、個人が様々なものに影響を与えられる存在となったからこそ、人

と話して伝えて考えることがより大事なんだと思う。そしてそこから個人から団体へと輪が広がり、手と手を取り合ってい

けば、まず自分たちの周りの環境が変わり楽しくなっていくかもしれない。それをみた他のグループが更に楽しいことを考

えて大きくなっていき、ベターからベストな考えを産み出していけるようになるかもしれない。私はそんなことを願ってい

る。環境を考えるということは、自由で楽しいもののはずだから。

コラム

～環境とは自由で楽しいもの。
人生を豊かにするための表現と手段～

Kozee
“Google Map のピンとなり、地球に「刺さる男」kozee”。原
宿生まれ原宿育ち。ダンスを通じてＮＹで生活したのがキッカ
ケで海外へ興味を持ち、2014 年から世界一周の旅へ。旅中に自
身の心に「SASARU＝刺さる」場所、人、食べ物などに自らが
ピン（Google Map のピンのイメージ）になり、実際に頭から
刺さってマーキングする「SASARU project ―地球の刺さり方」
で３年をかけ 100 ヵ国を訪問。著書に『SASARU 地球の刺さり
方』（A-Works）。instagram@sasarukozee
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一般社団法人日本UNEP協会

国連環境計画日本協会（日本UNEP協会）
活動のご案内

当協会は、国連環境計画（UNEP）の日本における活動の普及を図るとともに、
国連環境計画が行っているさまざまな国際イベントや事業をいち早く紹介し、
日本からも参画することで、環境保護活動を積極的に推進してまいります。

地球環境問題を世界規模で考えねばならない今こそ、
ぜひ会員としてこの活動をともに支え、

次世代へ引き継ぐ持続可能な社会のためにご協力ください。

公式サイト
https://j-unep.jp/

facebookページ
https://www.facebook.com/japan.unep/

イオン株
式会社　

三宅香執
行役

「刺さる
男」

     Kozee
さん

Associate member （五十音順）賛助会員

Full member正会員 （五十音順）
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